


















礼川は河川延長が短く、鮎も全長で 3、4寸（約 9～12 cm）ほどの小型が主で、縄張りをつくらない
ためであろうか、筆者の知る限り友釣りの姿を見かけたことはない。もっぱら毛バリ釣りかエサ釣り































































































　道具は簡単である。長さ 1.5 mほどの握り具合のよい竹の先に網をつけたものである。直径 25 cm
くらいの真鍮の輪に深さ 40 cmほどの網がついた、すくい網である。網の材料は、黒く染めた絹糸
で編んだもの（キヌタマと呼んだ）と、テグスで編んだものの二通りを使用したが、よくとれたのは
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絹糸の方だった。ただ、絹糸の網は切れやすいため、しばしば漁の途中で切れた部分を補修する必要
があった。
　この漁は浅瀬のそれも岸に近いところで行った。経験的には、晴天がつづいて川の水量が減り瀬の
流れが見るからに浅くなっているようなときがよい。川原に着くと、まず 1.5 mくらいの棒か笹竹を
用意する（川原か川岸で拾ってくる）。右手にたも網を持ち、左手に棒を持って腰に魚籠をつけた格
好である。この漁は汽水域に限定されるわけではないので、筆者は下流の瀬から始めて上流にのぼり
ながら漁をしていった。おそらく、一回の漁で 4～5 kmは歩いたと思う。
　やり方は、まず、浅瀬のなかの適当な場所を見つけると、水中の石と石のあいだが 5～15 cmほど
間隔が空いたところを探してそこに右手に持っているたも網をあてる。水流を受けて網はふくらむ。
その状態のまま斜め後ろから、左手に持った棒で水面をパシャパシャ叩きながら数歩上に向かって歩
く。ザボザボと音をたてながら追いかけるように歩くのがこつである。水面を叩く音と足音に驚いた
鮎は上流に向って逃げるが、そのなかの一部はすぐに Uターンして勢いよく下ってくる。Uターン
しないまでも前方にいた鮎のなかには、人の動きとは反対方向に移動するものがいる。このとき、下
ってきた鮎は石と石とのあいだを通過しようとする。もちろんすべての鮎ではないがここを通過する
確率が高い、というか、そのような場所を見つけて網をあてておく。鮎の黒い背が石のあいだを一瞬
通過したと見たときにサッと網を上げると中に入っている、という具合である。鮎の行動のくせ（習
性）を利用した漁といってよい。
　網に入るのは通常は一匹だが、たまに二匹のこともあった。勢いよく下ってきた鮎が網に気づき、
石の手前で身をひるがえして逃げることも多い。それはテグスの網に多かった。原因はわからないが
黒く染めた絹糸の方が鮎には気づかれにくいようである。瀬のなかで鮎の逃げ道に適した石があれ
ば、網をあてるのはどこでもよいが、多くの場合、岸近くの浅瀬で行ったのは、相対的に鮎の逃げて
行く範囲が狭くなりその分狙った場所を通過する確率が高くなるからである。晴天が続いて瀬の水位
が下がった状態がよいのもこのことと関係している。つまり、逃げていく鮎のコースを予想しやすい
からである。ただし、浅瀬といっても、日照り続きで川が枯れ、極端に浅くなった場所には鮎はほと
んどいない。
　網をあてる良い場所がないときは、水中の石を組んで逃げ道になるすき間をつくった。適当な場所
があったとしても、さらに鮎がそこを通過しやすいように石を組み直したことも少なくない。漁は、
一回ごとに場所を変えながら川上に移動していくときもあれば、条件がよければ、同じ場所で数回た
も網を入れる場合もある。瀬の下手からのぼり、瀬の切れるところでふたたび下手に戻るというよう
に、一つの瀬で何度か繰り返すこともあった。
　鮎とりをしている瀬の事情以外の要因が漁に影響を及ぼす場合がある。たとえば、漁をしている瀬
の下の深場で子どもたちが泳いだりしているときなど、鮎は深場をはなれて浅瀬に移動するので、そ
んなときには良型のものがよくとれることがあった。
131
汽水域における鮎のエサ釣り
おわりに
　エサ釣りとたも網による鮎とりを体験にもとづいて紹介したが、何がきっかけでいつからこうした
漁に関心をもつようになったのか、はっきりした記憶はない。当時は学校にプールがなかったので、
子どもの夏のあそび場はもっぱら川か海だった。とくに川は、魚釣りの大人から水浴びの子どもまで
さまざまな人間が集まるところで、いわば異年齢間の交流の場であり機会でもあった。筆者の鮎とり
も、大人や年長の者がやっているのを見て自然に興味をもったのではないかと思うが、ただ実際の技
術は漠然とながめているだけではわからないことが多い。筆者の場合、影響を受けた釣り好きの大人
が一人いる。近所に住んでいた黒原善次郎さん（大正生れ）で、まわりからは「黒原のおんちゃん」
と呼ばれていた。町役場に勤めていたが、無類の釣り好きで鮎漁が解禁になると毎朝出勤前に川に行
き、退勤後もまた川に行くという風だった。解禁日からしばらくは毛バリ釣りでその後はエサ釣りに
切り替えていたが、鮎のほかにもヒゴでウナギを釣ったり、漁師から譲り受けたと思われる伝馬船を
漕いで久礼湾でキスなどを釣っていた。落ち鮎のシーズンが終わっても秋風の吹く久礼川でハゼ釣り
に興じていた。すぐ近所だったのでよく遊びに行ったが、炭火をおこして竿を矯めたり仕掛け作りを
していたし、ときには、釣ってきたハゼや落ち鮎をあぶる香ばしい匂いが家中に漂っていた。釣り好
きが高じて、定年前に役場を退職し釣り具屋を開いたほどである。
　筆者はよく黒原のおんちゃんについて鮎釣り、ウナギ釣り、キス釣りに行った。しかし、具体的な
釣り方について直接教えてもらったことはない。というより、教えるとか教えられるという関係では
なかった。ただついて行って、そばで見たり真似事をしていたのである。おそらく、そうした関係の
なかからポイントの見つけ方や竿の扱い、エサのつけ方などを自然に吸収していったように思う。現
在は、釣りに関するさまざまな解説書やビデオなどが普及しているが、それらの類いもなかったの
で、実際には、黒原のおんちゃんの釣りを見よう見真似で覚えて自分なりに試行錯誤していたといっ
てよい。筆者は高校卒業後、久礼を出たので釣りの知識も技術も未熟なままで止まってしまったが、
かつて、釣りに興味を覚えた子どもたちがその技に習熟していく過程には、大なり小なり筆者のよう
な体験を通した伝承の現場があったのではないかと考えられる。
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